
食品・応用生物担当 山本 澄人，三木 晃，宮﨑 絵梨 

環境に配慮した鶏ふん堆肥化技術について 
 

１．目的 

近年の肥料価格高騰や環境保全型農業の取り組み

の広がりを背景として，本県大手養鶏業者では，鶏

ふんに鶏肉の加工時に出る骨や血液，内臓等の食鳥

加工副産物を混合し発酵させることにより，植物に

必要な窒素，リン酸，カリウムのバランスの良い，

動物性有機 100％の肥料を開発し，この肥料の生産・

供給を通じて地域を挙げた特色ある産地づくりに取

り組んでいる．しかしながら，この肥料は，食鳥加

工副産物を混合し発酵させるため，一般的な鶏ふん

堆肥とは異なる特有の臭気を持ち，活用の場が限ら

れている．そこで，本研究では，この有機肥料を更

に広く有効活用することを目的として，特有の臭気

成分の特定と減臭技術について検討した． 

 

２．方法及び結果 

２－１．悪臭成分の把握 

有機肥料の製造工程から一次発酵終了時，二次発

酵終了時，製品を試料として抽出し，GERSTEL 製

Twisterを使用するヘッドスペース法により揮発性分

を吸着させ，ガスクロマトグラフィー（アジレント

5975GC/MSD システム）により分析した． 

一次発酵後，二次発酵後，製品のクロマトグラム

を比較すると，工程が進むにつれて各種の揮発性成

分のピークに占める低級脂肪酸と低級アルデヒドの

組成割合が高くなっていた．分析結果例を図１に示

した． 

 
図１．堆肥揮発性成分の分析例 

 

２－２．微生物剤処理による減臭効果の検証試験 

市販の 2 種類の複合微生物資材（A と B）を使用

して有機肥料製品に再発酵処理を実施し，減臭効果

を検証した．すなわち 500ml トールビーカーに 100g

の有機肥料製品を採り，3g の微生物資材と微生物の

栄養源として 10g の米糠，水を加えて水分を 65％に

調整後よく攪拌し，アルミ箔で蓋をして 50℃の恒温

槽で 10 日間培養した．微生物資材 A を使用した試

験区において，気中菌糸の発生（図２）が認められ

た．また，資材 B と処理区分と比較した官能評価に

おいて，特徴的な臭気（悪臭）の軽減が確認された． 

 

図２．気中菌糸を形成した試験区 

 

A，B の試料を乾燥した後，ガスクロマトグラフ

ィーにより分析した結果，資材 A 処理区分は B に比

べて，各種有機酸の中でも特に吉草酸の減少が著し

いことが判明した 

２－３．減臭に有効な微生物の分離 

減臭試験において効果の確認された資材Aの処理

区分では気中菌糸が確認されたことから，この中か

ら気中菌糸を形成する微生物の分離を行った．分離

にはアルブミン寒天培地，ポテトデキストロース培

地を用い，糸状菌様微生物（F 菌）と放線菌様微生

物（A 菌）の 2 種類を分離した（図３）． 

図３．分離した F菌（左）と A菌（右） 

 

２－４．プラントレベルの実証試験 

減臭効果が認められた資材Aを使用した実際製造

スケールの実証試験を有機肥料製造工場の協力を得

て実施した（図４）．通常の工程に資材を添加するだ

けでは試作製品中の臭気成分に変化はなかった．減

臭には温度経過，通風量，攪拌の頻度等，有用微生

物の作用する環境条件を検討する必要があると考え

られる．  

 
図４．実証試験を実施した発酵槽 
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